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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月10日(2015.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
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【表４】

　以下に、本願発明に関連する発明の実施形態につき列挙する。
［実施形態１］
　放射線架橋疎水性接着剤と、
　前記疎水性接着剤全体に分散された複数の水吸収性繊維と、
を含む接着剤組成物であって、前記繊維の少なくとも一部が前記接着剤組成物の外表面に
露出し、前記繊維の少なくとも一部が相互の接触点にて互いに接触する、接着剤組成物。
［実施形態２］
　疎水性接着剤からなる接着剤マトリックスと、
　前記接着剤マトリックス全体に分散された複数の水吸収性繊維と、
を含む接着剤組成物であって、前記繊維の少なくとも一部が前記接着剤組成物の外表面に
露出し、前記繊維の少なくとも一部が相互の接触点にて互いに接触する、接着剤組成物。
［実施形態３］
　前記疎水性接着剤が疎水性シリコーンである、実施形態１又は２に記載の接着剤組成物
。
［実施形態４］
　前記シリコーンが架橋ポリジオルガノシロキサンを含む、実施形態３に記載の接着剤組
成物。
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［実施形態５］
　ポリジオルガノシロキサン材料がポリジメチルシロキサンを含む、実施形態４に記載の
接着剤組成物。
［実施形態６］
　前記ポリジメチルシロキサンが１種以上のシラノール末端ポリジメチルシロキサン、１
種以上の非官能性ポリジメチルシロキサン、及びこれらの組み合わせからなる群から選択
される、実施形態５に記載の接着剤組成物。
［実施形態７］
　前記ポリジメチルシロキサンが１種以上の非官能性ポリジメチルシロキサンからなる、
実施形態５に記載の接着剤組成物。
［実施形態８］
　前記接着剤が更にシリケート樹脂粘着付与剤を含む、実施形態１～７のいずれか一項に
記載の接着剤組成物。
［実施形態９］
　前記接着剤が更にポリ（ジメチルシロキサン－オキサミド）線状コポリマーを含む、実
施形態１～８のいずれか一項に記載の接着剤組成物。
［実施形態１０］
　前記吸収性繊維が天然親水性繊維、合成親水性繊維、半合成親水性繊維、グラフト化親
水性繊維、高吸水性繊維、又はこれらの組み合わせを含む、実施形態１又は２に記載の接
着剤組成物。
［実施形態１１］
　前記接着剤組成物の３０重量％未満が前記吸収性繊維である、実施形態１又は２に記載
の接着剤組成物。
［実施形態１２］
　前記接着剤組成物の０．１％～１０％が前記吸収性繊維である、実施形態１又は２に記
載の接着剤組成物。
［実施形態１３］
　医療用基材に接着した実施形態１～１０のいずれか一項に記載の接着剤の層を含む、医
療品。
［実施形態１４］
　前記層が２０～２００マイクロメートルの厚みを有する、実施形態１４に記載の物品。
［実施形態１５］
　前記医療用基材が、紙、高分子フィルム、発泡体、織布、ホイル、接着剤、ゲル、及び
不織布のうちの少なくとも１つ、又はそれら１つ以上の組み合わせを含む、実施形態１３
又は１４に記載の物品。
［実施形態１６］
　前記水吸収性繊維の少なくとも一部が前記基材に接触する、実施形態１３、１４又は１
５に記載の物品。
［実施形態１７］
　前記疎水性接着剤が疎水性シリコーン、非極性アクリル、疎水性ウレタン、ポリオレフ
ィン、天然ゴム、合成ゴム、又はそれら１つ以上の組み合わせからなる群から選択される
、実施形態１又は２に記載の接着剤組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線架橋疎水性接着剤と、
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　前記疎水性接着剤全体に分散された複数の水吸収性繊維と、
を含む接着剤組成物であって、前記繊維の少なくとも一部が前記接着剤組成物の外表面に
露出し、前記繊維の少なくとも一部が相互の接触点にて互いに接触する、接着剤組成物。
【請求項２】
　前記疎水性接着剤がポリジメチルシロキサンである、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３】
　前記ポリジメチルシロキサンが１種以上の非官能性ポリジメチルシロキサンからなる、
請求項２に記載の接着剤組成物。
【請求項４】
　前記接着剤が更にシリケート樹脂粘着付与剤を含む、請求項１～３のいずれか一項に記
載の接着剤組成物。
【請求項５】
　前記接着剤組成物の３０重量％未満が前記吸収性繊維である、請求項１に記載の接着剤
組成物。
【請求項６】
　医療用基材に接着した請求項１～５のいずれか一項に記載の接着剤の層を含み、前記水
吸収性繊維の少なくとも一部が前記基材に接触する、医療品。
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